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大
き
な
地
震
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
住
ま
い
の
耐
震
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

板
倉
町
で
は
地
震
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

予
期
せ
ぬ
地
震
が
起
き
る
と

　

日
本
で
は
東
日
本
大
震
災
以
降

だ
け
で
も
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

や
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
な
ど

の
人
的
被
害
を
伴
う
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下

地
震
な
ど
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
震
の
報

道
な
ど
か
ら
防
災
意
識
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
自
宅
の
耐
震
性
に
不

安
を
抱
く
か
た
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
多
く
の
木

造
住
宅
な
ど
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

建
築
物
の
耐
震
化
率
が
比
較
的
低

い
地
域
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
住
ま
い
が
倒
壊
し

て
し
ま
う
と
、
命
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
。
た
と
え
命
が
助
か
っ

た
と
し
て
も
、
長
期
間
に
わ
た
り

不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
心
身
に
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
す
。
実
際
、
熊
本
地
震
で
は

亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の
約
８
割
が

避
難
生
活
中
の
心
身
の
不
調
な
ど

に
よ
る
災
害
関
連
死
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
耐
震
診
断
か
ら

　

町
で
は
「
第
３
期
板
倉
町
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
、
住

宅
な
ど
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
町
内
で
特
に
耐
震
性
に
不

安
が
あ
る
住
宅
は
、
平
成
30
年
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
の
結
果
に
よ

る
と
、
居
住
さ
れ
て
い
る
住
宅
の

う
ち
15
・
２
％
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
耐
震
に
不
安
の
あ
る

住
宅
と
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
旧
耐
震
基
準
の
在
来
軸
組

工
法
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
耐

震
改
修
を
行
っ
て
い
な
い
住
宅
を

指
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
住
宅
に
対
し
て
、

町
で
は
耐
震
診
断
者
の
派
遣
（
診

断
料
無
料
・
交
通
費
の
み
負
担
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の

住
宅
の
耐
震
性
に
不
安
が
あ
る
か

た
は
、
ぜ
ひ
活
用
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
で
は
耐
震
相
談

会
の
実
施
（
年
２
回
予
定
）、
耐

震
改
修
費
用
の
一
部
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
こ
と
で
も
で
き
る
こ
と
を

　

建
物
の
耐
震
以
外
に
家
具
の
配

置
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
で
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
発
生
し
た
地
震
で
は
、
け

が
を
し
た
か
た
の
多
く
は
家
具
の

転
倒
や
落
下
な
ど
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
タ
ン
ス
や
本
棚
な
ど

の
大
き
な
家
具
は
、
倒
れ
な
い
よ

う
に
固
定
し
た
り
、
出
入
口
を
塞

が
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
今
一
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
非
常
時
に
は
家
族

の
連
携
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
家

族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー

ム
を
す
る
際
も
、
住
宅
の
耐
震
改

修
に
つ
な
が
る
よ
う
な
工
事
を
同

時
に
行
い
、
効
果
的
な
住
宅
改
修

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
高
ま
っ
て
い
る
今

こ
そ
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
少
し

で
も
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
身
近

な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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住まいの倒壊・損壊から命を守るために住まいの倒壊・損壊から命を守るために

耐震診断耐震診断をおすすめしますをおすすめします

板倉町の実施している耐震支援

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
天
然
の
繊

維
状
鉱
物
で
石い
し

綿わ
た

と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
繊

維
は
、
肺
線
維
症
（
じ
ん
肺
）、

中
皮
腫
の
原
因
に
な
る
と
い
わ

れ
、
肺
が
ん
を
起
こ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
む
製
品
の
輸
入
・
製
造
・
使

用
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
過
去
に
は
建
材
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
建

築
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建

材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
に
所
在
す
る

民
間
所
有
建
築
物
に
つ
い
て
、

壁
や
柱
、
天
井
な
ど
に
吹
付
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
建
材
が
使
用

さ
れ
る
か
調
査
を
行
う
場
合
、

含
有
調
査
に
係
る
費
用
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
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民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
調
査
補
助
制
度

耐
震
改
修
の
流
れ

○
耐
震
診
断

　
　
　

←

○
耐
震
補
強
設
計

（
工
事
内
容
の
決
定
）

　
　
　

←

○
耐
震
補
強
工
事

（
改
修
工
事
の
実
施
）

 木造住宅耐震改修補助金制度
補助金額上限１００万円、ぜひ活用してください
　対象住宅　
　　診断結果が「３  倒壊する可能性がある」「４  倒壊する可能性
　が高い」だった住宅（精密な耐震診断が必要になります）
　申込期限
　　９月13日（金）
　補助金額
　上限１００万円（耐震補修工事にかかる費用の５分の４以内）

診断方法
　診断は、診断者（建築士）が訪問し、見取り図や建
物の状態を確認して耐震性を診断します。

診断結果は４段階で評価

●診断結果が３・４となった住宅は、耐震改修補助金の対象
となります。建築基準法改正前の昭和56年５月31日以前に着
工された住宅は、この範囲の診断となることが多い傾向にあ
ります。

住宅の耐震性がどのくらいあるか診断します
　対象住宅　
　　 昭和56年５月31日以前に着工され、在来軸組工法で建築
された２階建て以下の一戸建て住宅または併用住宅

　申込期限
　　９月13日（金）
　費用　無料
　※ 診断士（建築士）の交通費として1,000円負担していただ
きます。

区分 １ ２ ３ ４

評価
耐震性が十
分に確保さ
れている

耐震性が
確保され
ている

倒壊する
可能性が
ある

倒壊する
可能性が
高い

 耐震診断者の派遣

 無料耐震相談会
木造住宅の耐震についてご相談ください
　お持ちの木造住宅の耐震性や耐震診断結果についての疑問や質問にお答えします。また、住宅のリフォームなど
に併せて耐震改修を検討されているかたもお気軽にご相談ください。
　対象者
　　 昭和56年５月31日以前に着工された一般木造住宅をお持ちのかた
　開催予定
　　第１回　10月
　　第２回　令和７年１月
　※住宅の間取り図（手書き可）や写真、耐震診断結果が必要です。


